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暮
ら
し
が
で
き
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
市
民

憲
章
の
浸
透
を
は
か
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
た
な
事
業
と

し
て
、
市
民
憲
章
制
定
日
の

9
月
20
日
に
、
市
内
各
所
で

街
頭
啓
発
活
動
を
展
開
し
、

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
市

民
憲
章
看
板
と
そ
の
周
辺
の

清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
憲
章
の
精
神

が
市
民
の
心
の
中
に
溶
け
込

み
、
生
か
さ
れ
る
よ
う
ま
い

進
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
昭
和
43
年
9
月
20

日
、
登
別
市
民
憲
章
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
憲
章
の
精
神

を
住
民
に
伝
え
、
日
常
生
活

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
昭
和
46
年
に
は
有
志

に
よ
る
登
別
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
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別
市
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憲
章
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進
協
議

会
は
、
市
民
誰
も
が
幸
せ
な

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
昨
年
に
続
き
、

市
内
全
8
小
学
校
の
4
年
生

を
対
象
に
登
別
市
民
憲
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発
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フ
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を
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布
し
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啓
発
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ

て
、
本
年
度
は
市
内
小
学
校

で
の
市
民
憲
章
唱
和
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　

街
頭
啓
発
は
Ｊ
Ｒ
幌
別
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市
内
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大
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ス
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パ
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で
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通
学
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通
勤
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買
い
物
中
の

皆
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へ
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ッ
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テ
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ど
の
啓
発
品
を
配
布

し
ま
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。
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所
、

市
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9月20日は登別市民憲章制定日です

問い合わせ　登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
（企画調整グループ内・☎85１１２２）

12 9 月20日は登別市民憲章制定日です



　

子
ど
も
の
『
育
ち
』
に
は
、
幼
児

期
や
義
務
教
育
期
間
が
特
に
重
要
で
、

そ
の
期
間
に
お
け
る
対
話
・
運
動
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
人
格
形
成

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
生
活
の
単
位
は

家
庭
で
あ
り
、
親
子
の
会
話
や
ア
ウ

ト
ド
ア
な
ど
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
時

間
に
追
わ
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

本
年
度
か
ら
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
や
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
観
光
庁
が

推
進
す
る
『
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
、
各
校
の
連
休
の
約
2

週
間
前
に
各
施
設
の
利
用
券
を
交
付

し
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
趣
旨
へ
の
ご
賛
同
と
、
可

能
な
限
り
の
休
暇
取
得
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
企
業
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皆
さ
ん
へ
】

　

企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、
登
別
・
室

蘭
両
市
の
商
工
会
議
所
や
労
働
組
合

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

創
出
し
た
連
休
は
平
日
を
一
日
含

ん
で
い
る
た
め
、
親
子
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
保
護

者
が
休
暇
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取
得
す
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必
要
が
あ
り

ま
す
。
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協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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の
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出
し
て
、
『
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有
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す
』
と
い
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北
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試
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。
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校
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な
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協
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の
も
と
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市
内
の
テ
ー

マ
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ー
ク
や
公
共
施
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を
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す
る

際
の
割
引
特
典
を
設
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、
家
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の
語

ら
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『
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づ
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。
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、
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『家族の時間づくり『家族の時間づくり
 プロジェクト』にご協力を プロジェクト』にご協力を

問い合わせ　学校教育グループ問い合わせ　学校教育グループ
（☎88１１６２）（☎88１１６２）

【実施期間】
学校名 実施期間 備考

登別小学校、登別中学校 10月11日㈮～14日㈪ 4連休
鷲別小学校、鷲別中学校 10月25日㈮～27日㈰ 3連休
幌別小学校、若草小学校 11月 2 日㈯～ 5日㈫ 4連休
幌別東小学校 11月16日㈯～18日㈪ 3連休
富岸小学校、青葉小学校、
緑陽中学校、幌別西小学校、
西陵中学校、幌別中学校

平成26年　　　　　
2月 8日㈯～11日㈫ 4連休

【割引特典】

利用可能施設名
特典内容

中学生以下 保護者 その他
登別マリンパークニクス 無料 半額 駐車場無料
のぼりべつクマ牧場 無料 半額 駐車場無料
登別伊達時代村 無料 半額 駐車場無料
市民プール 無料 無料
総合体育館 無料 無料
ふぉれすと鉱山（宿泊） 無料 無料（１人）
ふぉれすと鉱山（日帰り）
（レンタル：M

マウンテンバイク

B/スキー/卓球台） 無料 無料

岡志別の森運動公園（テニスコート） 無料 無料 事前予約が必要
岡志別の森運動公園（パークゴルフ） 無料 無料
サンライバスキー場 １日券無料 １日券半額
郷土資料館 無料 無料

のぼりべつ文化交流館（カント・レラ）通常から無料 通常から無料 体験『まが玉つくり』
無料

※割引特典を受けるためには、市教育委員会が学校を通して交付する利用券が必要です。

13 『家族の時間づくりプロジェクト』にご協力を


